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	 増殖・成長因子に応答して活性化する PI3K-Akt-mTORC1経路の活性制御機構を分子レベルで解明す
るために、その必須の活性制御因子である Ragulator５者複合体（p18-p14-MP1-HBXIP-p10）、さらにそれ

と結合する RagA/C の roadblock domainとの７者複合体の X線結晶構造解析を行い、それらの構造を明

らかにすることに成功した。その結果から、天然変性タンパク質である p18 がラッピングテープのよう

に Ragulatorを構成する二組の dimer (p14-MP1と HBXIP-p10)と RagA/C の roadblock dimerを束ねたきわ

めてユニークな構造をとることが明らかとなった。また、Ragulator と RagA/C が常に安定な複合体を形

成することも明らかとなり、これまで示唆されていた Ragulatorが RagA/Cの活性化因子として作用する

という説を覆すこととなった。 
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